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1 .原稿の仕様 原則としてワープロを用い， A 4判用紙に25字x32行 (800字〉で印字された原稿を提出
すること。 A4判用紙の原稿2.5枚は刷り上がり 1頁に相当する。和文では，本文，文献，図表，要約
をすべて含めた論文の昂IJり上がり頁数は，原著論文，資料，実践報告，展望は10頁を上限とする。英文
では，本誌8頁 (approximately550 words per page; including Abstract， References， Tables， and Figures)を上
限とする。また，短報は和文で5頁，英文で4頁とする。これを超過する論文については，編集委員会
で掲載の可否を決定する。








5. 英文要約 和文論文および英文論文には，英文表題， 200~300ワードの英文要約， 3 ~ 5項目の英文
Key Wordsを本文とは別葉にて提出すること。
6.表記 新かなづかい，常用漢字，算用数字を用いること。外国人名・地名等の国有名詞以外はなるべく
訳語を用いp 必要な場合は初出の際にだけ原語。を付す。文献は論文'の最後にアルファベット)1買に一括し
て示すこと。雑誌文献記述の形式は，著者名，発行年，題乱雑誌名，巻数，論文所在頁の}f!買とし，単
行本文献記述の形式は，著者名，発行年，書名，出版社，出版地の)1貢とする。
7.註 必要がある場合は，本文中に 1)，2)…のように上付きの通し番号で註を付し，すべての註を本
文と文献禰の間に番号順に記載すること。
8. 印刷形式 印刷の体裁は編集委員会に一任する。
9. その他 執筆に関する詳細は，日本特殊教育学会の打特殊教育学研究J手[]文論文執筆の手引きjと，
最新の特殊教育学研究英文特集号の表紙裏Infonnationfor Contributorsに従うこと。
